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Yoichi NAKAGAWA
  小学校外国語活動が現在の立場を形成するまで
平成２０年に改訂された学習指導要領において，小学校第５，６学年に外国語活動が導入され
た。経緯等は各種文献，発刊物等に詳細が述べられているので，ここでは省略するが，その間，
昭和６１年の臨時教育審議会二次答申以降，各種調査や答申等において，国際情勢，経済情勢等
に鑑みながら，国際理解教育や総合的な学習の時間での活用など，着実に教育内容としての一
定のまとまりを確保するに至ってきた。平成２０年１月の中央教育審議会答申において，社会
や経済の急速なグローバル化進展にともなう外国語教育の充実，小学校段階で外国語に触れ
たり体験することによる，中・高等学校におけるコミュニケーション能力育成の素地づくり，
教育の機会均等の確保や中学校との円滑な接続の観点から，国としての一定共通指導内容の
提示，高学年における一定の授業時数（年間３５週）の確保などが示された。これを受けて，文
部科学省は同年，学習指導要領の改訂を行い，第５，６学年に外国語活動が位置付けられた。
条件整備として，文部科学省はカリキュラム例，教材作成・配布，教員研修等を実施した。
特に，文部科学省が全学校に配布した「英語ノート」は，「小学生に英語をどのように指導し
たらよいのか」「英語は苦手だが・・・」という教員にとっても，具体的かつわかりやすく外
国語（英語）を指導する上で，なくてはならない教材となるはずであった。
にもかかわらず，政権交代直後の平成２１年秋，行政刷新会議による「事業仕分け」が行われ，
「小学生に英語はいらない」「デジタル教材で十分」果ては「税金の無駄」論議に至る始末で，
「英語ノート」の廃止が決定された。学校現場は混乱に至る。しかしながら，文部科学省が
行った意見募集において，この事業仕分けの結果（英語ノートの廃止）に対する国民の反対意
見は９割を占めた。長年，専門家や各機関が論議を重ねて導入に至った外国語活動について，
新学習指導要領移行期の１年目にして，マスコミ的な表現を使わせてもらえば，「わずか３０分
の事業仕分け」で，その核となる「英語ノート」を廃止という現実に対する国民の不安の表れ
を見ることができる。
その後，「英語ノート」は表向きには廃止されたが，曖昧な状況での活用は継続され，全国
の小学校教員から，共通教材のない不安や負担の声が多くあがった。
この「事業仕分け」以降，やや中途半端かつしぼみかけた小学校外国語活動であったが，文
部科学省や各種機関の地道な努力により，平成２４年１月，英語ノートに代わり，「Hi, friends!」
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が新たな教材として登場し，全国の小学校に配布されることとなった。同時に，文部科学省か
らは，教師用指導書，デジタル教材（DVD）等も併せて配布され，教師の指導の充実が図ら
れる方向に進むこととなった。
 教員養成段階における実態
本学科（教育学科）は，主に小学校教員を目指す学生が集まっている。筆者は，学科の２年
生を対象とした「小学校英語」の講義を担当することとなったが，初期段階の講義で，その実
態の把握を行ってみた。それは，「小学校英語（※小学校外国語活動を，以下，小学校英語と
呼ぶ場合がある）」に関して，「知っていること」や「自分自身の状況」「講義を通してわかっ
たこと」などである。
（１）中・高等学校で履修した英語とのギャップ
講義の初期段階で，小学校学習指導要領解説外国語活動編をもとに，理論的な内容の学び取
りを行うとともに，小学校英語の実際の授業風景の映像をみせた。学生たちの感想の多くは，
「英語＝文法のイメージとは大きく違い，体験的で活動的な学習が中心であることに驚い
た。」「英訳・和訳することが英語だと思っていたが，小学校英語は，いかに楽しい活動を取り
入れ，子どもたちをその気にさせるかということの重要性がわかった。」「学習指導要領に述べ
られている体験，活動，コミュニケーションなどについて，楽しみながら行うことの大切さの
意味がわかった。とともに，中・高等学校のような，かたいがちがち英語を小学生に行うと，
小学生段階から英語嫌いを作ってしまう危険性も感じた。」など，大学生が持っている，いわ
ゆる“受験英語”のイメージを払拭することの重要性を聞き取ることができた。
（２）アンケートに見る実態
上記（１）にあるように，受験英語として履修してきた中・高等学校の英語のイメージを取
り払い，小学校英語としての学びを成立させるために，また，そのような授業が行える教員を
養成する上で必要な要素を見つけ出すために，講義の初期段階で，簡単なアンケート調査を
行った。
頁数の関係から，全ては掲載できないが，以下に，アンケート調査結果からの主な概要を述
べる。
外国語活動に関するアンケート（抜粋） 区分 小一種選択 ２年生のうち５２名回答
各設問に対して，５段階で回答
Ａ よく理解できている Ｂ 理解できている Ｃ どちらでもない
Ｄ あまり理解できていない Ｅ 理解できていない
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設問１ 小学校外国語活動設立の意義
Ａ １９％ Ｂ ６７％ Ｃ １１％ Ｄ ３％ Ｅ ０％
設問２ 指導内容の概要把握
Ａ １９％ Ｂ ５１％ Ｃ ２２％ Ｄ ７％ Ｅ ３％
設問３ 指導内容を具体化する方法
Ａ ５％ Ｂ ２０％ Ｃ １７％ Ｄ ５５％ Ｅ ３％
設問４ カリキュラムの作成方法
Ａ ２％ Ｂ １０％ Ｃ １３％ Ｄ ６５％ Ｅ １０％
設問５ 指導案の作り方
Ａ ０％ Ｂ １７％ Ｃ ２５％ Ｄ ５５％ Ｅ ３％
ここまでを分析すると，設問１，２のような，学習指導要領などの文献や資料をもとに行った
講義内容についての理解度が高く，また，いわゆる理論段階での理解の度合いは高いと考えら
れる。一方で，設問３，４，５にあるように，具体的な授業の実際に関する面での不安を抱え
る学生の多いことがわかる。自由記述欄からも，「子どもと英語との距離感をどのように埋め
合わせたらよいのか。」「教師自らが身に付けておくべき英語力とは，どの程度のものなの
か。」「楽しませる授業づくりについてもっと学びたい。」「教室内の環境づくりをどの程度にし
たらよいのか。」など，具体的な指導場面での教師の在り方等に関するものが多かった。
（３）講義の回数を重ねていくと
上記のアンケートは，まだ，シラバスでは初期段階で行った調査である。ちなみに，本年度
のシラバスは，次のようになっている。
第１回～第４回・・・主に，小学校学習指導要領解説外国語活動編からの理解を中心として，
「意義と目的」「現状と背景」「コミュニケーション能力」等について
学ぶ。
第５回～第８回・・・主に，母語習得，語彙，表現等を中心として，「Hi, friends」の活用
について，文部科学省デジタル教材 DVDを活用しながら，実際の授
業へのイメージを獲得させる。
第９回～第１２回・・・実際の授業の在り方に必要な要素として，教材・指導方法・評価など
について体得させる。
第１３回～第１５回・・・指導案作成と模擬授業の実施。確認テスト。
※シラバス計画内容の抜粋
第１回 小学校における外国語活動の位置付け
第２回 小学校外国語活動の意義と目的
第３回 「Hi, friends」にある英語教材についての現状と背景
１２１
第４回 コミュニケーション能力について
第５回 言語習得
第６回 「Hi, friends」にある英語教材に
ついて１
第７回 「Hi, friends」にある英語教材に
ついて２
第８回 外国語活動（英語活動）のあるべ
き姿
第９回 小学校英語の授業方法
第１０回 小学校英語の評価
第１１回 小学校英語の歌・ゲームを中心と
した授業づくり
第１２回 単語，語句，文の扱いに着目した
授業づくり
第１３回 模擬授業の発表１
第１４回 模擬授業の発表２
第１５回 小学校外国語活動についてのまと
め，確認
講義の回数を重ね，実際の授業のイメージ
が形成され始めた時期（第８回～第９回）の
段階で，再度，記述式による調査を行った。以下は，学生の代表的な意見である。
 「Hi, friends」を使った学習について
○ 「「Hi, friends」を自分でも使って（講義を）受けてみて，大学生の今でもこんなに楽
しくできているので，小学生に行ったら，更に楽しく盛り上がりながら学ぶことがで
き，英語が苦手などと言う意識もなくなると思う。この教材「Hi, friends」を，児童
が学びやすく活用していくことで，苦手意識をなくしていくことができると思っ
た。」
○ 「Hi, friends」での学習は，チャンツやアクティビティが多いので，子どもが体験を
通して学べると思いました。「Hi, friends」には，沢山の活動的な教材があるので，
それを子どもにあった活動に工夫しながら活用していけたら良いと思います。」
 チャンツや歌について
○ 「チャンツや歌にのせて声を出すことで，リズムが頭に残っていて，英単語が覚えや
すいと思った。小学生のうちから英語に親しむことで，中学生になってから文法など
を習うときには，抵抗なく学習に入っていけるのではないかと考えた。」
写真１ 教材づくり
写真２ 交流の様子
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○ 「ペアで取り組む活動などは，たくさん取り入れたほうがいいと感じた。英語を通し
てコミュニケーションををとることで，英語に関心を持つばかりでなく，コミュニ
ケーション能力そのものが向上すると思う。自分自身，英語が苦手なので，どのよう
な活動を取り入れると，子どもの興味関心が高まるか，その手法を身に付けたいと
思った。」
○ 「歌はいいですね。手の動きと同時にやることで，更に楽しく学習に集中できると思
います。大学生の私でさえこんなに楽しいのですから，小学生はもっと喜ぶでしょう。
教科書を眺めるだけでなく，デジタル黒板や DVDなど ICTを効果的に使ったわかり
やすい授業も考えていきたいと学びました。」
一方，課題点についても述べている。
○ 「チャンツの中に対話文が出てくるなど，難しくなってきているのがわかる。スピー
ドについていけなくなる子が出てくることが予想できるので，土台の部分の育成が重
要だと思う。その都度，確認することを大切にしながら一つ一つを段階的に取り組ま
ねばならないと思った。」
○ 「これまでの講義を受け，ビデオなどをみながら気になっていたのですが，どこまで
発音の指導をすればいいのでしょうか。先生が正しい発音で言っても，子どもの発音
はどの程度まで言えるのでしょう。音声重視の小学校英語であるなら，正しい発音に
近づけていくことも大切だと思いつつ，それをやり過ぎると，英語嫌いの子ができて
しまうのでは，と，悩んでしまいました。」
 講義の中で重視したいこと
前述のアンケートや日常の講義の折などに，学生たちが，「より具体的な指導技術を身に付
けたい。」との願いを聞くことが多い。現段階では，「外国語科指導法」の講義が設定されてい
ないため，具体的な指導法を実践的に学ぶ場や機会が乏しいのも事実である。
そこで，講義「小学校英語」において，特に，重視したことを述べたい。
１ 小学校段階における英語活動の意義の理解
小学校段階にある子どもは，新しい事象への関心が高い上に，異文化や外国の人との関わ
りなどを自然に受け入れる柔軟性や感性を持っている。このような時期に英語に触れること
は，異文化を尊重する態度や外国の人たちとのかかわりにおいて，英語を活用しようとする
コミュニケーション能力を高める観点から，大きな意義を持つことになる。また，英語の音
声面の習得能力は，大人よりも子どものほうがはるかに優れていることは，脳科学的にも立
証されている。講義においては，この「子どもの能力」「子どもの特性」について理解させ
ることが，英語を学習する意義の理解に必要である。
１２３
２ 英語活動に期待される効果の理解
英語活動は，子どもたちの心を開放的にし，異質なものを認め受け入れようとする力の育
成に効果的である。特に，コミュニケーション能力の核が，「異質性の受容」にあるとさえ
言われている今，次のような効果を期待しながら，授業を行うことは大切である。
 進んで自分を表現したり，多くの人たちと触れあおうとする
 外国の人とコミュニケーションを図ろうとする
 外国の生活習慣や人々のものの考え方や見方に興味を持つ
３ 子どもと一緒に楽しむことの理解
従来の教え込む英語というイメージを払拭し，完璧な英語を話す必要もなく，むしろ遊び
感覚，ゲーム感覚で，活動を行うことを重視する。したがって，シラバスの中に，学生が具
体的に，子どもと同じ活動を体験する場を多く設定するように心がける。特に，この３の子
どもと一緒に楽しむ活動の在り方を重視した講義内容の設定が，学生からは，将来，子ども
の指導場面に立ったときの具体的方法として理解することができるとの評価が高かった。
 具体的な講義場面の様子から
学生に評判の高かった講義の一場面を紹介する。
例１ 「自己紹介カードの作成と英語であいさつの活動」
１ 画用紙とカラーペンを使い，自分のネームカードを作成する。
２ ネームカードを使って，毎回，講義の始めに，英語で挨拶を交わす。
３ 毎回，違う相手３人以上と挨拶を行う。
写真３ ネームカード 写真４ あいさつタイム
※留意点
・はじめは，恥ずかしがる学生もいるが，「１人で３人以上と英語で挨拶しよう」と限
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定するとよい。
例２ 「料理あてクイズ」に挑戦
１ グループ内で何の料理を作るかを決める
２ その料理に必要な素材のカードを作る
３ グループ毎に，素材をカードと英語で示す。
４ みんなで，何の料理かを当てる。
※ 各グループで，作る料理は，他のグループには，秘密にする。
写真５ 料理あてクイズ 写真６ 料理の素材（自作カード）
※留意点
画用紙，ペン，マグネットシートなど，用具をあらかじめ準備しておく
 学生の問題意識を効果的な指導法に生かす
学生たちは，教材づくり，アクティビティ，歌などの諸活動や方法を学びながら，新たな問
題意識を持つに至った。そのことを具体化することで，指導法や指導技術の高まりが期待でき
るものと考える。以下に，多くの学生の抱く疑問を Q&A方式で述べる。
◎問い１ 「ゲームを行うときの留意点は何ですか？」
○答え１ ア 言葉を使ったゲームであること イ 全ての子どもが参加できること
ウ スリル感のあるゲームにすること
◎問い２ 「歌を歌うときの留意点は何ですか？」
答え２ ア 曲の選び方（歌詞がやさしい，リズムが単純で反復性がある，など）
イ 指導の仕方に気をつける（無理に歌詞を覚えさせない，時には，歌の上手
な先生に指導してもらう，など）
◎問い３ 「教材の準備での配慮事項は，何ですか？」
○答え３ ア 活動をマンネリ化させないために，提示の場やタイミングを考える。
１２５
イ 子どもたち自身で作成できるものは，作成させる。（※大学の講義では，
学生が実際に作成することを体験する活動が大切になる）
◎問い４ 「楽しく英語を学び，英語嫌いを作らない秘訣は，何ですか？」
○答え４ ア 日常的に挨拶などの場で，ネームカードを提示するなど，自然に英語を使
える状況をつくること
イ 音声，表現などを，日常の生活と結び付けて使うようにすること
◎問い５ 「教室の雰囲気づくりに大切なことは何ですか？」
○答え５ ア 間違いが許される雰囲気づくり
イ 教師自身も一緒に楽しむこと
ウ 「good！」「nice！」など，小さなことでもほめてあげること
また，「学級担任は，最低限，どんな英語を知っておく必要があるのだろう？」という疑問
については，学生のみならず，現職の教員も抱く疑問であろう。そこで，次のような表を配付
した。
◎学級担任の先生が日常的に使用する英語
１ 授業開始時，終了時
・Hello ・Good morning ・Good afternoon ・How are you
・Good bye ・See you
２ 子どもに出す指示
・Stand up ・Sit down ・Be quiet ・Stop ・Look ・Wait
・let’s～
３ 子どもをほめる言葉
・Good ・Good job ・Nice ・Great ・Wonderful
４ よく使う表現
・Hear you are ・Are you ready？ ・Do you understand?
・Try again ・You’re welcome That’s light
	 まとめ
「小学校外国語活動」は，はじまったばかりの活動であり，全国の小学校で，実践が模索さ
れている最中にある。さらには，第５，６学年における教科化，第３，４学年における活動化な
どが実現されそうである。大学においては，英語に関しても“即戦力”となり得る教員の養成
に当たることが大きな使命であると考える。そのための指導法について，今後も研究を重ねて
いく必要がある。
中川：小学校外国語活動の充実に向けて１２６
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